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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月20日(2019.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズの光学特性を測定する測定光学系と、
　測定結果を表示するディスプレイと、
　を備えるレンズメータであって、
　眼鏡フレームを保持する保持手段であって、前記眼鏡フレームの左右のテンプルの少な
くとも一方に当接し、前記左右のテンプルの少なくとも一方のテンプルの位置を移動させ
ることによって、前記左右のテンプルの間の幅を変更させる保持手段と、
　前記保持手段によって保持された眼鏡フレームのＰＤを測定するためのＰＤ測定手段と
、
　を備えることを特徴とするレンズメータ。
【請求項２】
　請求項１のレンズメータにおいて、
　前記保持手段は、前記左右のテンプルのそれぞれの少なくとも一部に当接する左右の当
接部と、
　前記左右の当接部の少なくともいずれか一方の当接部の位置を移動させる当接部移動手
段と、
　を備えることを特徴とするレンズメータ。
【請求項３】
　請求項１のレンズメータにおいて、
　前記保持手段は、前記左右のテンプルのそれぞれの少なくとも一部に当接する左右の当
接部であって、左右の当接部間の距離が所定の距離で設定された左右の当接部を備えるこ
とを特徴とするレンズメータ。
【請求項４】
　ディスプレイを備え、眼鏡フレームのＰＤを測定する眼鏡測定装置であって、
　眼鏡フレームを保持する保持手段であって、前記眼鏡フレームの左右のテンプルの少な
くとも一方に当接し、前記左右のテンプルの少なくとも一方のテンプルの位置を移動させ
ることによって、前記左右のテンプルの間の幅を変更させる保持手段と、
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　眼鏡フレームのＰＤを測定するためのスケールを前記ディスプレイの画面に表示させる
ＰＤ測定手段と、
　を備えることを特徴とする眼鏡測定装置。
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